
自治会長の会議を開催しました
　自治会長（行政委員）会議を４月 22 日に開催し、地域に関する行政事項などの意見交換を行いま

した。その後、和寒町自治会連合会の総会が行われ、今年 1年の活動の確認をしました。

お問合せは　和寒町農業活性化センター（TEL32-2010）まで

和寒町農業活性化センターからのお知らせ
　マグネシウムは肥料の３要素である窒素、リン酸、カリに次いで大切な栄養分の１つです。肥料用

語でマグネシウムは、苦
く ど

土と呼ばれます。マグネシウムは私たちの生活で身近なもので、豆腐を固め

る時の「にがり」の成分としても知られています。作物にとってマグネシウムは、光合成に大切な栄

養分です。作物のマグネシウム欠乏は、葉が白や黄色になり、下の葉から現れます。葉全体の色が変

わりますが、葉脈には緑色が残ります。この要因は、土の酸性化、肥料養分が風雨により流れ出たこ

と、有機物不足、またはカリ肥料の過剰施用によるマグネシウムの吸収阻害などが考えられます。

　土の中のマグネシウムは、当センターの土壌診断の結果に示されています。マグネシウムの土壌診

断基準値は、水田では土の中に０～ 25mg/100g です。25mg/100g を超えると、肥料は必要ありません。

　畑作物と園芸作物は、土の中の基準値が25～45mg/100gです。肥料の標準施用量については、キャベツ・

カボチャは２～３kg/10a、畑作物では３～４kg/10a です。土にマグネシウムが 45mg/100g を超えると

肥料は必要ありません。25mg/100g以下の場合は、標準量の30～50％増しの５kg/10a前後です。例えば、

肥料「硫
りゅうさん

酸マグネシウム（水
すいようせい

溶性マグネシウムを含む）」では、マグネシウムが全体の 25％含まれてい

るので、20kg/10a 施用した場合は、成分量でマグネシウムを５kg/10a を散布した計算になります。
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和寒町はマグネシウムを 

多く含んだ畑・水田が多い… 

　和寒町の畑や水田は、マグネシウムの基準上限を超えることが多く、肥料が必要ないのが特徴です。

この理由として、ペオッペ川上流にはマグネシウムを多く含んだ岩石が存在しているためです。さら

に三笠山自然公園には、多くマグネシウムを含んだ岩石の採石場跡地が、「憩いの池」となっています。

この多くマグネシウムを含んだ岩石が風雨にさらされることにより、マグネシウムの多い肥沃な和寒

盆地ができたと思われます。しかし、マグネシウムが不足している畑や水田もあります。

　ぜひ当センターに畑・水田の土を持ち込んでいただいて、土壌診断をご利用ください。
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